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さあ、新しい船出へ
私たち教育会館では、この3月をもって大阪市が「びわ湖青少年の家」を
廃止売却することに大きな危惧の念を抱き、何とか存続できないかと検討してま
いりました。最大の課題は、土地建物を取得したとしても、その運営をどう図っ
ていくのかということでありました。しかし、幸いなことに、リンクワークスが、「び
わ湖青少年の家」の設立趣旨と伝統的な活動を踏まえ、一手に引き受けて事
業を展開してくれることになり、大阪市教育振興公社とともにここを取得し、今日
を迎えることができた次第です。
今後、大阪市はもとより地元高島市をはじめ広く近隣各地の子どものための
施設にしてくださるよう、願ってやみません。十分にご配慮くださることとは思い
ますが、自然の水は楽しい反面プール以上に怖いものがあります。楽しいプロ
グラムとともに、安全についてこの際あえてお願いしておきます。
ところで、私は昭和 16 年生まれです。この青少年の家の発端の年と同じで
何か近しいものを感じます。新任教員のころここでの野外活動指導者研修会
に参加し、野外活動のすばらしさとそのノウハウを学びました。校長になってから、
この家で何回か 2泊 3日を過ごさせていただきました。
記念講演をしていただく山口校長先生の手記を
読ませていただきましたが、2泊 3日の自然体験で、
子どもがいかに変わったか、平素見せない力を発
揮したか、が記されており、自分の体験を重ね合
わせて感動いたしました。
さあ、新しい船出です。洋 と々した琵琶湖を前
にこの青少年の家が子どもたちの心のふるさとにな
るために、今後一層のご協力・ご活用をお願いし
ます。
（「びわ湖青少年の家」開館記念式典
 主催者あいさつより）

一般財団法人大阪市教員会館
理事長  田中　孝治

消
費
税
の
引
上
げ
、
光
熱
水
費
の

大
幅
な
値
上
げ
を
は
じ
め
諸
物
価
の

高
騰
、
ま
た
、
ひ
き
つ
づ
く
教
職
員
・

公
務
員
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
等

世
相
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、〝
ほ
っ
〞
と
す
る
空

間
と
し
て
の
パ
ル
法
円
坂
、
ア
ネ
ッ
ク

ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪
市
教
育
会
館
）

な
ど
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ル
法
円
坂
事
業
、
ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
事
業
、
大
阪
市
民
研
究

所
な
ど
の
事
業
に
加
え
、
び
わ
湖
青

少
年
の
家
が
新
し
い
事
業
に
加
わ
り

ま
し
た
。

事
業
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
新
規

事
業
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
教

員
会
館
は
財
団
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

教
育
者
や
青
年
の
持
つ
自
主
独
立
の

精
神
を
も
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ゆとりいっぱい
 楽しいイベント

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

〒540-0006 大阪市中央区法円坂
 　1-1-38（パル法円坂）
 　1-1-35（アネックス パル法円坂）

アネックス 
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ピンクのブ
ライダルと
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ブルーの文
化・厚生事
業、習いご
と広場のお
申し込みは

一般財団法人 大阪市教員会館事務局

大阪市民教育研究所
(TEL.06-6948-5418) FAX：06 (6948)5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp
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ビール祭　元気回復事業
日ごろのストレスと猛暑を吹き飛ばしてください。
（参加費3,000円）

冬
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夏

秋

  EVENT  Schedule　　July/August/September ゆとりいっぱい
 楽しいイベント

囲碁大会
教育長杯をかけての熱戦。多数のご参加をお待ちして
います。　（参加費1,500円）

ゆかた着付け教室
着付を学んだあとは、天神祭には浴衣でお出かけください。
（参加費1,000円）

カクテル講習会
お酒の文化をカクテルでおいしく、楽しく学びます。
（参加費4,800円）

7月19日（土）　会場/パル法円坂

7月25日（金）　会場/アネックス パル法円坂

7月14日（月）～7月18日（金）　会場/パル法円坂

9月19日（金）　　会場/パル法円坂

パーティプラン
お得なパーティプランはパル法円坂・アネックス パル法
円坂で。フリードリンク込みのブッフェコースが5,000円
から。

難波宮フェスタ
7月28日は「なにわの日」。難波宮史跡公園は古い歴史
を持つ貴重な遺産です。

7月～　　　会場/パル法円坂 /アネックス  パル法円坂

7月28日（月）　　会場/大阪歴史博物館

1 tue

2 wed

3 thu

4 fri

5 sat ウェディング相談会

6 sun ウェディング相談会　

7 mon

8 tue

9 wed

10 thu

11 fri

12 sat ウェディング相談会

13 sun ウェディング相談会　

14 mon

15 tue KBCブライダルアカデミー・東京研修（～16日）

16 wed

17 thu

18 fri 終業式　

19 sat ウェディング相談会　囲碁大会

20 sun ウェディング相談会

21 mon 海の日

22 tue

23 wed

24 thu

25 fri 天神祭　ゆかた着付け教室

26 sat ウェディング相談会　教育青年団体助成金交付式

27 sun ウェディング相談会

28 mon 難波宮フェスタ　

29 tue 土用の丑の日

30 wed

31 thu

JulyJulyJulyJulyJulyJuly7
1 fri

2 sat ウェディング相談会

3 sun ウェディング相談会

4 mon

5 tue

6 wed

7 thu

8 fri

9 sat ウェディング相談会

10 sun ウェディング相談会

11 mon

12 tue

13 wed

14 thu

15 fri

16 sat ウェディング相談会

17 sun ウェディング相談会

18 mon KBCブライダルアカデミー・一日研修

19 tue

20 wed

21 thu

22 fri

23 sat ウェディング相談会

24 sun ウェディング相談会

25 mon

26 tue クリーンアップ作戦

27 wed

28 thu

29 fri

30 sat ウェディング相談会

31 sun ウェディング相談会

AugustAugustAugustAugustAugustAugust8
1 mon 始業式

2 tue

3 wed

4 thu

5 fri 習いごと広場講師懇談会

6 sat ウェディング相談会

7 sun ウェディング相談会

8 mon

9 tue

10 wed

11 thu

12 fri ミャンマー講演会

13 sat ウェディング相談会

14 sun ウェディング相談会

15 mon 敬老の日

16 tue

17 wed

18 thu 仲秋

19 fri カクテル講習会

20 sat ウェディング相談会

21 sun ウェディング相談会　

22 mon

23 tue 秋分の日

24 wed

25 thu

26 fri

27 sat ウェディング相談会

28 sun ウェディング相談会

29 mon

30 tue

SeptemberSeptemberSeptemberSeptemberSeptemberSeptember9

市民ギャ
ラリー

張光瑩・
虎の絵展

～８月3
1日（土） 市民ギャ

ラリー

展示更新

Yショッ
プ

＆

ワイワイ
ショップ

も

営業中

ビール祭

7/14（月
）～7/18（

金）

フォレス
タ

鍼灸で健
康管理を

習いごと
広場

夏の教室
開講

全18講
座

財
団
事
業
を
拡
大

　自
主
・
独
立
の
精
神
で

▲新生びわ湖青少年の家。今年も見られる子供たちの笑顔。

▲新しい事業。キタノ大地・魔ほうの愛
華マジックディナーショー（5月31日）

6月1日に開館記念式典 びわ湖青少年の家
大
阪
市
立
び
わ
湖
青
少
年
の
家
は
、
昭
和
16
年
旧
大
溝
町
よ
り
敷

地
の
寄
付
を
受
け
、
大
阪
市
立
大
溝
鍛
錬
道
場
と
し
て
発
足
、
翌
昭

和
17
年
大
溝
少
国
民
海
軍
湖
上
訓
練
所
、
終
戦
を
経
て
、
昭
和
24
年

3
月
大
溝
健
康
学
園
、
昭
和
38
年
4
月
か
ら
び
わ
湖
青
少
年
の
家
と

し
て
、
比
較
的
小
規
模
な
が
ら
電
車
で
も
行
け
る
利
便
性
の
高
さ
と
、

充
実
し
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
大
阪
市
の
子
供
た
ち
を
は

じ
め
、
多
く
の
青
少
年
に
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

こ
の
戦
前
よ
り
続
く
、
歴
史
あ
る
青
少
年
野
外
活
動
施
設
が
、
多
く

の
教
育
関
係
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
成
26
年
3
月
末
に
閉
鎖

さ
れ
る
大
変
残
念
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
教
員
会

館
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
青
少
年
施
設
と
し
て
の
存
続
の
方
策
が

な
い
か
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
土
地
・
建
物
を
大

阪
市
教
育
振
興
公
社
と
共
同
で
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
び
わ
湖
青

少
年
の
家
」
事
業
の
円
満
な
継
続
を
図
る
た
め
、
事
業
運
営
は
ス
イ

ミ
ン
グ
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
や
子
ど
も
向
け
野
外
活
動
事
業
に

実
績
を
持
つ
リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
、「
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」
施
設
の
購
入
と
新
し
い
開
業
を
記

念
し
て
、
6
月
1
日
、
１
０
０
名
を
超
え
る
教
育
関
係
者
の
参
加
の

も
と
、
開
館
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
3
面
）。

今
後
と
も
、
大
阪
市
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
運
営
を
行
い
、
戦
前
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
尽
力
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
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昭和16年12月
　 旧大溝町（高島町を経て現在高島市）より敷地
の寄付 大阪市立大溝鍛錬道場として発足
昭和17年7月
　 大阪市立大溝少国民海軍湖上訓練所
昭和24年3月
　大阪市立大溝健康学園
昭和38年4月
　大阪市立びわ湖青少年の家
昭和41年7月1日
　 新館落成に併せ「大阪市立びわ湖青少年の家」
開館式挙行
平成26年3月末
　 「大阪市立びわ湖青少年の家」としては閉鎖
平成26年4月1日
　 大阪市教育振興公社と大阪市教員会館が土地・
建物を購入
平成26年6月1日
　 新しい「びわ湖青少年の家」として開館記念式
典挙行

こ
の
新
た
な
開
館
を
機
に
一
層

の
前
進
を
は
か
る
た
め
開
催
さ
れ

た
式
典
に
は
、
野
外
活
動
が
可
能

な
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
集
ま
っ
た

１
０
０
名
を
超
え
る
教
育
関
係
者
が

参
加
。
参
加
者
は
、
Ｊ
Ｒ
高
島
駅
か

ら
福
井
一
良
さ
ん
の
案
内
で
旧
大
溝

町
の
歴
史
的
遺
跡
の
散
策
を
行
い
な

が
ら
、
び
わ
湖
青
少
年
の
家
に
集

合
。「
あ
り
が
と
う 

び
わ
湖
青
少
年

の
家 

２
０
０
６

－

２
０
１
３
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
、
大
阪
市
立
時
代
の

「
ほ
っ
」
と
す
る
事
業
、「
ゆ
と
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
員
会
館
は
新
し
い
定
款
に
「
大
阪

市
民
及
び
、
大
阪
市
教
職
員
並
び
に
、

教
育
関
係
者
」
と
と
も
に
「
教
育
、
文

化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
並
び
に

生
涯
学
習
の
発
展
、
共
生
社
会
の
実

現
」
を
目
指
す
事
業
を
進
め
る
こ
と
な

ど
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
今
後
よ
り
一

層
、
パ
ル
法
円
坂
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル

法
円
坂
（
大
阪
市
教
育
会
館
）
を
活
用

し
、〝
ほ
っ
〞
と
す
る
事
業
を
拡
充
す

る
た
め
に
、
教
員
会
館
の
果
た
す
役
割

は
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
と

り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、
教
員
会
館

の
事
業
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

教
員
会
館
の
市
民
文
化
・
厚
生
事
業

も
順
調
に
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
法
円
坂

の
地
か
ら
情
報
発
信
と「
習
い
事
広
場
」

が
年
4
回
の
合
同
企
画
と
、
随
時
開
催

の
個
別
企
画
で
開
講
。
多
彩
な
講
師
陣

が
魅
力
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲春を感じるトマト。野菜で健康・ベジタブル
講習会（4月 18日）

▲最高級ワインを楽しみ、イタリア文化に触れ
ました。ワイン講習会（6月 13日）

▲新しい仲間と楽しく交流。新採用者歓迎会
 （6月 6日）

▲フォニックス指導。英語教育のため、2年目の
ワークショップを開催（6月 7日）

▲なにわのみや寄席・話し方講習会」にゲスト
出演、桂雀三郎師匠（6月 20日）

新
し
い
法
人
と
し
て
の
初
め
て
の
事

業
報
告
・
決
算
の
た
め
の
機
関
会
議
で

あ
る
理
事
会
、
評
議
員
会
が
6
月
23
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新

法
人
と
し
て
の
１
年
間
の
事
業
の
反
省

と
し
て
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
で
は
、
市

民
文
化
・
厚
生
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
順
調
に
事
業
を
進
め
た
こ
と

や
、
教
育
文
化
事
業
・
市
民
教
育
研
究

所
事
業
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア

ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
事
業
が
関
係

者
の
努
力
に
よ
り
、
安
定
的
に
進
ん
で

い
る
こ
と
、
挙
式
な
ど
パ
ル
法
円
坂
事

業
も
委
託
先
と
提
携
し
事
業
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
同
日
、
大
阪
市
民
教
育
研

究
所
第
3
回
運
営
委
員
会
も
開
催
さ

れ
、
研
究
所
と
し
て
の
事
業
報
告
と
事

業
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
会
館
な
ど
教
職
員
の
福
利
厚
生
団

体
が
主
催
し
行
わ
れ
た
大
阪
市
教
職
員
の

新
採
用
者
歓
迎
会
は
、
6
月
6
日
、
パ
ル

法
円
坂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
田
中
理
事

長
（
元
小
学
校
校
長
会
会
長
）
か
ら
の
「
先

輩
教
職
員
か
ら
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
「
子

ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作

り
の
た
め
に
」
と
簡
単
な
手
品
の
種
明
か

し
な
ど
の
研
修
も
交
え
、
楽
し
く
交
流
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
大
阪
市
教
委

や
大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
講
演
の
も
と
、
6

月
16
日
、
英
語
教
育
の
た
め
の
フ
ォ
ニ
ッ

ク
ス
指
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

法
円
坂
界
隈
に
立
地
す
る
会
館
、
飲
食

店
が
、
難
波
宮
の
顕
彰
、
法
円
坂
地
域
の

振
興
な
ど
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｐ
（
ナ
ニ
ワ
ノ

ミ
ヤ

－

パ
レ
ス

－

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を

結
び
提
携
。
6
月
25
日
に
店
舗
従
業
員
、

お
客
様
一
体
で
11
回
目
の
法
円
坂
ス
ト

リ
ー
ト
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
行
い

ま
し
た
。

本
年
度
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は「
太

閤
な
に
わ
の
夢
募
金
」
応
援
事
業
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

「
大
阪
市
立
び
わ
湖
青
少
年
の

家
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
戦
前
よ
り

続
く
、
歴
史
あ
る
青
少
年
野
外
活
動

施
設
が
平
成
26
年
3
月
末
に
大
阪
市

立
の
施
設
と
し
て
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。教
員
会
館
は「
び

わ
湖
青
少
年
の
家
」
の
歴
史
と
伝

統
、
設
立
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
青

少
年
施
設
と
し
て
の
存
続
を
図
る
た

め
、
土
地
・
建
物
を
教
育
振
興
公
社

と
共
同
で
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

施
設
運
営
は
ス
イ
ミ
ン
グ
と
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
運
営
並
び
に
子
ど
も
向
け

野
外
活
動
事
業
の
実
績
を
持
つ
株
式

会
社
リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
が
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
こ
の
間
「
び
わ
湖

青
少
年
の
家
」
の
健
全
な
運
営
と
維

持
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
歴
代

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
ま

す
。
あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
今
後
私
ど

も
が
行
い
ま
す
「
び
わ
湖
青
少
年
の

家
」
の
運
営
に
、
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
運
営
主
体
は
変
わ

り
ま
す
が
「
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」

設
立
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
大
阪
市

の
子
ど
も
達
は
も
と
よ
り
、
滋
賀
県

高
島
市
に
位
置
す
る
地
域
の
施
設
と

し
て
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
運
営
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」
を
懐
か
し

み
ま
し
た
。

6
月
1
日
正
午
よ
り
開
催
の
記

念
式
典
は
、
大
阪
市
歌
、
琵
琶
湖

周
航
の
歌
な
ど
が
大
阪
市
ユ
ー
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
二
重
奏
で
幕
を

開
け
、
大
阪
市
教
員
会
館
・
田
中
孝

治
理
事
長
、
大
阪
市
教
育
振
興
公

社
・
森
啓
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て

大
阪
市
教
育
委
員
会
・
山
本
晋
次
教

育
長
、
大
阪
市
・
内
本
美
奈
子
こ
ど

も
青
少
年
局
長
、
高
島
市
教
育
委
員

会
・
澤
田
市
郎
教
育
部
長
は
じ
め
、

地
元
滋
賀
県
、
高
島
市
の
議
員
の
皆

様
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
新
生
び
わ
湖
青
少
年
の
家
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
」
と
の
、
橋
下

徹
・
大
阪
市
長
か
ら
の
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
福
井
正
明
・
高
島
市

長
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、「
数
値
化
で
き
な
い
2

泊
3
日
の
教
育
効
果
」
と
題
し
て
、

記
念
講
演
が
大
阪
市
立
敷
津
小
学
校

校
長
・
山
口
照
美
先
生
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
（
当
日
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）。
ま
た
、
事
業
概
要
が
、
㈱

リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
・
廣
瀬
琢
也
代
表

取
締
役
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
第
２
部
と
し
て
記
念

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
今
田
忠

行
・
元
所
長
の
発
声
で
祝
杯
を
挙

げ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
大
い
に
懇
談
し
ま
し
た
。

ま
た
、
び
わ
湖
青
少
年
の
家
の
施
設

活
動
体
験
と
し
て
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー

等
の
体
験
に
、
大
人
も
大
は
し
ゃ
ぎ

で
し
た
。
市
口
明
彦
・
元
所
長
の
締

め
の
発
声
で
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
会

は
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

  

難
波
宮
を
き
れ
い
に
清
掃

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

osakashion.com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

連
絡
先

〒
５
３
５

－

０
０
０
１

大
阪
市
旭
区
太
子
橋
1

－

５

－
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大
阪
市
教
育
振
興
公
社
理
事
長　

森　
　

啓

E
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a
il
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te
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g
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携
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０
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５
６
８

（
電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
）

大
阪
市
音
楽
団
の

 

自
立
化
に
ご
支
援
を

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
に

 

ご
支
援
を

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

個
人
会
員　

年
度
会
費
１
口　

￥
３
，
０
０
０

演
奏
会
の
招
待
状
を
１
口
に
付
各
１
枚

法
人
会
員　

年
度
会
費
１
口　

￥
６
，
０
０
０

演
奏
会
の
招
待
状
を
１
口
に
付
各
２
枚

T
E
L （
０
６
）
６
３
４
５
ー
１
０
４
６

　

 

（
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
内　

担
当
：
今
井
）

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

１
９
７
１
年
に
当
時
の
中
馬
大
阪
市
長
の
肝

煎
り
で
『
大
阪
の
子
供
達
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
』
と
し
て
誕
生
。
音
楽
教
育
と
そ
の
活

動
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
指

し
発
足
し
、
定
期
演
奏
会
や
青
少
年
関
連
行

事
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

４
月
か
ら
大
阪
市
音
楽
団
は
「
一
般
社

団
法
人
大
阪
市
音
楽
団
」
と
し
て
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。団
体
の
運
営
の
た
め
、

ま
た
、
伝
統
を
次
の
世
代
へ
と
う
け
つ
い
で

い
く
た
め
、
資
金
面
（
寄
付
）
で
の
ご
協
力

お
よ
び
２
０
１
４
年
度
の
定
期
演
奏
会
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
高
い
演
奏
ク
オ
リ
テ
ィ

と
音
楽
性
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
め

ざ
す
大
阪
市
音
楽
団
に
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
は
、
昭
和
54
年

４
月
に
大
阪
市
・
上
海
市
姉
妹
都
市
提
携
５

周
年
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
日
中
友
好

平
和
を
願
い
、「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
使
節

団
」
を
中
国
に
派
遣
す
る
こ
と
を
契
機
に
設

立
さ
れ
た
金
管
バ
ン
ド
と
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
で
、
爾
来
30
有
余
年
、
小
学
生
か
ら
中
学

生
に
ま
た
が
る
全
国
的
に
も
稀
有
な
バ
ン
ド

で
す
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
支
援
の
た
め
に

後
援
会
に
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。（
会
費
は
一
口
１
、０
０
０
円
）

ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
す
方
は
、
ご
氏
名
・

ご
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

びわ湖青少年の家の沿革

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（Stream

Gallery

）

で
学
ぼ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用

し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
こ
の
Ｗ
ｅ

ｂ
に
つ
な
げ
ば
「
手
話
講
座
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

是
非
一
度
、こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
接
続
し
、

手
話
の
学
習
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

U
RL

：http://w
w
w
.necst.co.jp/

product/stg/slcourse/

　

ナ
ン
バ
合
同
法
律
事
務
所
（
☎

０
６
ー
６
６
３
３
ー
５
７
７
７
）
の
ご

協
力
を
得
、
簡
単
な
法
律
相
談
は
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
相
談
時

に
「
教
員
会
館
」
会
員
で
あ
る
こ
と
を

必
ず
お
伝
え
下
さ
い
。

　

研
修
利
用
等
へ
の
優
待
と
し
て
会
員

（
市
内
教
職
員
等
）、
準
会
員
（
府
下
教

職
員
等
）
が
、
会
議
室
を
利
用
し
た
場

合
、優
待
価
格
を
適
用
し
ま
す
。
ま
た
、

利
用
助
成
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

パ
ル
法
円
坂

　
　

☎
０
６
ー
６
９
４
３
ー
１
１
２
２

　

ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
は
、
な
に

わ
の
み
や
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
貸

し
会
議
室
・
ホ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、「
団

体
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

各
教
育
青
年
団
体
の
日
常
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
「
グ
ル
ー
プ
ロ
ッ

カ
ー
」「
団
体
連
絡
室
」
や
プ
リ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
な
ど
情
報
交
換
の
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
法
人
と
し
て
初
の
機
関
会
議
を
開
催

理
事
会
・
評
議
員
会
の
報
告

新
採
用
者
歓
迎
会
や

 

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
指
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

大
阪
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
募
集
の
ご
案
内

伝統引き継がれるびわ湖青少年の家

開
館
を
記
念
し
て
楽
し
い
式
典

数
値
化
で
き
な
い

　
　
　
　

  

教
育
効
果
も

▲びわ湖青少年の家開館記念式典に 100名を
超える教育関係者が参加

▲記念講演は敷津小・
山口校長が。

教
員
会
館
通
年
事
業

　
　
　

手
話
講
座
の
ご
案
内

教
職
員
の

研
修
利
用
優
待
と
利
用
助
成

ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
事
業

無
料
法
律
相
談



（ 2）（ 3）

昭和16年12月
　 旧大溝町（高島町を経て現在高島市）より敷地
の寄付 大阪市立大溝鍛錬道場として発足
昭和17年7月
　 大阪市立大溝少国民海軍湖上訓練所
昭和24年3月
　大阪市立大溝健康学園
昭和38年4月
　大阪市立びわ湖青少年の家
昭和41年7月1日
　 新館落成に併せ「大阪市立びわ湖青少年の家」
開館式挙行
平成26年3月末
　 「大阪市立びわ湖青少年の家」としては閉鎖
平成26年4月1日
　 大阪市教育振興公社と大阪市教員会館が土地・
建物を購入
平成26年6月1日
　 新しい「びわ湖青少年の家」として開館記念式
典挙行

こ
の
新
た
な
開
館
を
機
に
一
層

の
前
進
を
は
か
る
た
め
開
催
さ
れ

た
式
典
に
は
、
野
外
活
動
が
可
能

な
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
集
ま
っ
た

１
０
０
名
を
超
え
る
教
育
関
係
者
が

参
加
。
参
加
者
は
、
Ｊ
Ｒ
高
島
駅
か

ら
福
井
一
良
さ
ん
の
案
内
で
旧
大
溝

町
の
歴
史
的
遺
跡
の
散
策
を
行
い
な

が
ら
、
び
わ
湖
青
少
年
の
家
に
集

合
。「
あ
り
が
と
う 

び
わ
湖
青
少
年

の
家 

２
０
０
６

－

２
０
１
３
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
、
大
阪
市
立
時
代
の

「
ほ
っ
」
と
す
る
事
業
、「
ゆ
と
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
員
会
館
は
新
し
い
定
款
に
「
大
阪

市
民
及
び
、
大
阪
市
教
職
員
並
び
に
、

教
育
関
係
者
」
と
と
も
に
「
教
育
、
文

化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
並
び
に

生
涯
学
習
の
発
展
、
共
生
社
会
の
実

現
」
を
目
指
す
事
業
を
進
め
る
こ
と
な

ど
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
今
後
よ
り
一

層
、
パ
ル
法
円
坂
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル

法
円
坂
（
大
阪
市
教
育
会
館
）
を
活
用

し
、〝
ほ
っ
〞
と
す
る
事
業
を
拡
充
す

る
た
め
に
、
教
員
会
館
の
果
た
す
役
割

は
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
と

り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、
教
員
会
館

の
事
業
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

教
員
会
館
の
市
民
文
化
・
厚
生
事
業

も
順
調
に
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
法
円
坂

の
地
か
ら
情
報
発
信
と「
習
い
事
広
場
」

が
年
4
回
の
合
同
企
画
と
、
随
時
開
催

の
個
別
企
画
で
開
講
。
多
彩
な
講
師
陣

が
魅
力
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲春を感じるトマト。野菜で健康・ベジタブル
講習会（4月 18日）

▲最高級ワインを楽しみ、イタリア文化に触れ
ました。ワイン講習会（6月 13日）

▲新しい仲間と楽しく交流。新採用者歓迎会
 （6月 6日）

▲フォニックス指導。英語教育のため、2年目の
ワークショップを開催（6月 7日）

▲なにわのみや寄席・話し方講習会」にゲスト
出演、桂雀三郎師匠（6月 20日）

新
し
い
法
人
と
し
て
の
初
め
て
の
事

業
報
告
・
決
算
の
た
め
の
機
関
会
議
で

あ
る
理
事
会
、
評
議
員
会
が
6
月
23
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新

法
人
と
し
て
の
１
年
間
の
事
業
の
反
省

と
し
て
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
で
は
、
市

民
文
化
・
厚
生
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
順
調
に
事
業
を
進
め
た
こ
と

や
、
教
育
文
化
事
業
・
市
民
教
育
研
究

所
事
業
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア

ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
事
業
が
関
係

者
の
努
力
に
よ
り
、
安
定
的
に
進
ん
で

い
る
こ
と
、
挙
式
な
ど
パ
ル
法
円
坂
事

業
も
委
託
先
と
提
携
し
事
業
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
同
日
、
大
阪
市
民
教
育
研

究
所
第
3
回
運
営
委
員
会
も
開
催
さ

れ
、
研
究
所
と
し
て
の
事
業
報
告
と
事

業
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
会
館
な
ど
教
職
員
の
福
利
厚
生
団

体
が
主
催
し
行
わ
れ
た
大
阪
市
教
職
員
の

新
採
用
者
歓
迎
会
は
、
6
月
6
日
、
パ
ル

法
円
坂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
田
中
理
事

長
（
元
小
学
校
校
長
会
会
長
）
か
ら
の
「
先

輩
教
職
員
か
ら
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
「
子

ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作

り
の
た
め
に
」
と
簡
単
な
手
品
の
種
明
か

し
な
ど
の
研
修
も
交
え
、
楽
し
く
交
流
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
大
阪
市
教
委

や
大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
講
演
の
も
と
、
6

月
16
日
、
英
語
教
育
の
た
め
の
フ
ォ
ニ
ッ

ク
ス
指
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

法
円
坂
界
隈
に
立
地
す
る
会
館
、
飲
食

店
が
、
難
波
宮
の
顕
彰
、
法
円
坂
地
域
の

振
興
な
ど
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｐ
（
ナ
ニ
ワ
ノ

ミ
ヤ

－

パ
レ
ス

－

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を

結
び
提
携
。
6
月
25
日
に
店
舗
従
業
員
、

お
客
様
一
体
で
11
回
目
の
法
円
坂
ス
ト

リ
ー
ト
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
行
い

ま
し
た
。

本
年
度
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は「
太

閤
な
に
わ
の
夢
募
金
」
応
援
事
業
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

「
大
阪
市
立
び
わ
湖
青
少
年
の

家
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
戦
前
よ
り

続
く
、
歴
史
あ
る
青
少
年
野
外
活
動

施
設
が
平
成
26
年
3
月
末
に
大
阪
市

立
の
施
設
と
し
て
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。教
員
会
館
は「
び

わ
湖
青
少
年
の
家
」
の
歴
史
と
伝

統
、
設
立
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
青

少
年
施
設
と
し
て
の
存
続
を
図
る
た

め
、
土
地
・
建
物
を
教
育
振
興
公
社

と
共
同
で
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

施
設
運
営
は
ス
イ
ミ
ン
グ
と
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
運
営
並
び
に
子
ど
も
向
け

野
外
活
動
事
業
の
実
績
を
持
つ
株
式

会
社
リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
が
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
こ
の
間
「
び
わ
湖

青
少
年
の
家
」
の
健
全
な
運
営
と
維

持
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
歴
代

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
ま

す
。
あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
今
後
私
ど

も
が
行
い
ま
す
「
び
わ
湖
青
少
年
の

家
」
の
運
営
に
、
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
運
営
主
体
は
変
わ

り
ま
す
が
「
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」

設
立
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
大
阪
市

の
子
ど
も
達
は
も
と
よ
り
、
滋
賀
県

高
島
市
に
位
置
す
る
地
域
の
施
設
と

し
て
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
運
営
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」
を
懐
か
し

み
ま
し
た
。

6
月
1
日
正
午
よ
り
開
催
の
記

念
式
典
は
、
大
阪
市
歌
、
琵
琶
湖

周
航
の
歌
な
ど
が
大
阪
市
ユ
ー
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
二
重
奏
で
幕
を

開
け
、
大
阪
市
教
員
会
館
・
田
中
孝

治
理
事
長
、
大
阪
市
教
育
振
興
公

社
・
森
啓
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て

大
阪
市
教
育
委
員
会
・
山
本
晋
次
教

育
長
、
大
阪
市
・
内
本
美
奈
子
こ
ど

も
青
少
年
局
長
、
高
島
市
教
育
委
員

会
・
澤
田
市
郎
教
育
部
長
は
じ
め
、

地
元
滋
賀
県
、
高
島
市
の
議
員
の
皆

様
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
新
生
び
わ
湖
青
少
年
の
家
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
」
と
の
、
橋
下

徹
・
大
阪
市
長
か
ら
の
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
福
井
正
明
・
高
島
市

長
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、「
数
値
化
で
き
な
い
2

泊
3
日
の
教
育
効
果
」
と
題
し
て
、

記
念
講
演
が
大
阪
市
立
敷
津
小
学
校

校
長
・
山
口
照
美
先
生
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
（
当
日
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）。
ま
た
、
事
業
概
要
が
、
㈱

リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
・
廣
瀬
琢
也
代
表

取
締
役
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
第
２
部
と
し
て
記
念

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
今
田
忠

行
・
元
所
長
の
発
声
で
祝
杯
を
挙

げ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
大
い
に
懇
談
し
ま
し
た
。

ま
た
、
び
わ
湖
青
少
年
の
家
の
施
設

活
動
体
験
と
し
て
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー

等
の
体
験
に
、
大
人
も
大
は
し
ゃ
ぎ

で
し
た
。
市
口
明
彦
・
元
所
長
の
締

め
の
発
声
で
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
会

は
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

  

難
波
宮
を
き
れ
い
に
清
掃

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

osakashion.com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
）
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自
立
化
に
ご
支
援
を

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
に

 

ご
支
援
を

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

個
人
会
員　
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度
会
費
１
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０
０
０

演
奏
会
の
招
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１
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（
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
内　

担
当
：
今
井
）

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

１
９
７
１
年
に
当
時
の
中
馬
大
阪
市
長
の
肝

煎
り
で
『
大
阪
の
子
供
達
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
』
と
し
て
誕
生
。
音
楽
教
育
と
そ
の
活

動
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
指

し
発
足
し
、
定
期
演
奏
会
や
青
少
年
関
連
行

事
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

４
月
か
ら
大
阪
市
音
楽
団
は
「
一
般
社

団
法
人
大
阪
市
音
楽
団
」
と
し
て
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。団
体
の
運
営
の
た
め
、

ま
た
、
伝
統
を
次
の
世
代
へ
と
う
け
つ
い
で

い
く
た
め
、
資
金
面
（
寄
付
）
で
の
ご
協
力

お
よ
び
２
０
１
４
年
度
の
定
期
演
奏
会
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
高
い
演
奏
ク
オ
リ
テ
ィ

と
音
楽
性
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
め

ざ
す
大
阪
市
音
楽
団
に
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
は
、
昭
和
54
年

４
月
に
大
阪
市
・
上
海
市
姉
妹
都
市
提
携
５

周
年
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
日
中
友
好

平
和
を
願
い
、「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
使
節

団
」
を
中
国
に
派
遣
す
る
こ
と
を
契
機
に
設

立
さ
れ
た
金
管
バ
ン
ド
と
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
で
、
爾
来
30
有
余
年
、
小
学
生
か
ら
中
学

生
に
ま
た
が
る
全
国
的
に
も
稀
有
な
バ
ン
ド

で
す
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
支
援
の
た
め
に

後
援
会
に
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。（
会
費
は
一
口
１
、０
０
０
円
）

ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
す
方
は
、
ご
氏
名
・

ご
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

びわ湖青少年の家の沿革

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（Stream

Gallery

）

で
学
ぼ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用

し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
こ
の
Ｗ
ｅ

ｂ
に
つ
な
げ
ば
「
手
話
講
座
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

是
非
一
度
、こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
接
続
し
、

手
話
の
学
習
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

U
RL

：http://w
w
w
.necst.co.jp/

product/stg/slcourse/

　

ナ
ン
バ
合
同
法
律
事
務
所
（
☎

０
６
ー
６
６
３
３
ー
５
７
７
７
）
の
ご

協
力
を
得
、
簡
単
な
法
律
相
談
は
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
相
談
時

に
「
教
員
会
館
」
会
員
で
あ
る
こ
と
を

必
ず
お
伝
え
下
さ
い
。

　

研
修
利
用
等
へ
の
優
待
と
し
て
会
員

（
市
内
教
職
員
等
）、
準
会
員
（
府
下
教

職
員
等
）
が
、
会
議
室
を
利
用
し
た
場

合
、優
待
価
格
を
適
用
し
ま
す
。
ま
た
、

利
用
助
成
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

パ
ル
法
円
坂

　
　

☎
０
６
ー
６
９
４
３
ー
１
１
２
２

　

ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
は
、
な
に

わ
の
み
や
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
貸

し
会
議
室
・
ホ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、「
団

体
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

各
教
育
青
年
団
体
の
日
常
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
「
グ
ル
ー
プ
ロ
ッ

カ
ー
」「
団
体
連
絡
室
」
や
プ
リ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
な
ど
情
報
交
換
の
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
法
人
と
し
て
初
の
機
関
会
議
を
開
催

理
事
会
・
評
議
員
会
の
報
告

新
採
用
者
歓
迎
会
や

 

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
指
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

大
阪
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
募
集
の
ご
案
内

伝統引き継がれるびわ湖青少年の家

開
館
を
記
念
し
て
楽
し
い
式
典

数
値
化
で
き
な
い

　
　
　
　

  

教
育
効
果
も

▲びわ湖青少年の家開館記念式典に 100名を
超える教育関係者が参加

▲記念講演は敷津小・
山口校長が。

教
員
会
館
通
年
事
業

　
　
　

手
話
講
座
の
ご
案
内

教
職
員
の

研
修
利
用
優
待
と
利
用
助
成

ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
事
業

無
料
法
律
相
談
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HP http://www.zaidan.or.jp/一般財団法人 大阪市教員会館

さあ、新しい船出へ
私たち教育会館では、この3月をもって大阪市が「びわ湖青少年の家」を
廃止売却することに大きな危惧の念を抱き、何とか存続できないかと検討してま
いりました。最大の課題は、土地建物を取得したとしても、その運営をどう図っ
ていくのかということでありました。しかし、幸いなことに、リンクワークスが、「び
わ湖青少年の家」の設立趣旨と伝統的な活動を踏まえ、一手に引き受けて事
業を展開してくれることになり、大阪市教育振興公社とともにここを取得し、今日
を迎えることができた次第です。
今後、大阪市はもとより地元高島市をはじめ広く近隣各地の子どものための
施設にしてくださるよう、願ってやみません。十分にご配慮くださることとは思い
ますが、自然の水は楽しい反面プール以上に怖いものがあります。楽しいプロ
グラムとともに、安全についてこの際あえてお願いしておきます。
ところで、私は昭和 16 年生まれです。この青少年の家の発端の年と同じで
何か近しいものを感じます。新任教員のころここでの野外活動指導者研修会
に参加し、野外活動のすばらしさとそのノウハウを学びました。校長になってから、
この家で何回か 2泊 3日を過ごさせていただきました。
記念講演をしていただく山口校長先生の手記を
読ませていただきましたが、2泊 3日の自然体験で、
子どもがいかに変わったか、平素見せない力を発
揮したか、が記されており、自分の体験を重ね合
わせて感動いたしました。
さあ、新しい船出です。洋 と々した琵琶湖を前
にこの青少年の家が子どもたちの心のふるさとにな
るために、今後一層のご協力・ご活用をお願いし
ます。
（「びわ湖青少年の家」開館記念式典
 主催者あいさつより）

一般財団法人大阪市教員会館
理事長  田中　孝治

消
費
税
の
引
上
げ
、
光
熱
水
費
の

大
幅
な
値
上
げ
を
は
じ
め
諸
物
価
の

高
騰
、
ま
た
、
ひ
き
つ
づ
く
教
職
員
・

公
務
員
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
等

世
相
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、〝
ほ
っ
〞
と
す
る
空

間
と
し
て
の
パ
ル
法
円
坂
、
ア
ネ
ッ
ク

ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪
市
教
育
会
館
）

な
ど
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ル
法
円
坂
事
業
、
ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル
法
円
坂
事
業
、
大
阪
市
民
研
究

所
な
ど
の
事
業
に
加
え
、
び
わ
湖
青

少
年
の
家
が
新
し
い
事
業
に
加
わ
り

ま
し
た
。

事
業
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
新
規

事
業
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
教

員
会
館
は
財
団
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

教
育
者
や
青
年
の
持
つ
自
主
独
立
の

精
神
を
も
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ゆとりいっぱい
 楽しいイベント

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

〒540-0006 大阪市中央区法円坂
 　1-1-38（パル法円坂）
 　1-1-35（アネックス パル法円坂）

アネックス 
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ピンクのブ
ライダルと
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ブルーの文
化・厚生事
業、習いご
と広場のお
申し込みは

一般財団法人 大阪市教員会館事務局

大阪市民教育研究所
(TEL.06-6948-5418) FAX：06 (6948)5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

平
成
26
年
度

　役
員
・
評
議
員
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簿

理

事

長

田　

中　

孝　

治

専
務
理
事

平　

沢　

保　

人

理

事

川　

島　

一　

郎

理

事

実　

森　

之　

生

理

事

奥　

山　

泰　

行

監

事

東　
　
　

修　

三

監

事

安　

達　

正　

八

評

議

員

柴　

山　

浩　

一

評

議

員

稲　

田　

幸　

良

評

議

員

辻　

本　

正　

純

評

議

員

益

成　

 

誠

評

議

員

小

西

秀

明

ビール祭　元気回復事業
日ごろのストレスと猛暑を吹き飛ばしてください。
（参加費3,000円）

冬

春

夏

秋

  EVENT  Schedule　　July/August/September ゆとりいっぱい
 楽しいイベント

囲碁大会
教育長杯をかけての熱戦。多数のご参加をお待ちして
います。　（参加費1,500円）

ゆかた着付け教室
着付を学んだあとは、天神祭には浴衣でお出かけください。
（参加費1,000円）

カクテル講習会
お酒の文化をカクテルでおいしく、楽しく学びます。
（参加費4,800円）

7月19日（土）　会場/パル法円坂

7月25日（金）　会場/アネックス パル法円坂

7月14日（月）～7月18日（金）　会場/パル法円坂

9月19日（金）　　会場/パル法円坂

パーティプラン
お得なパーティプランはパル法円坂・アネックス パル法
円坂で。フリードリンク込みのブッフェコースが5,000円
から。

難波宮フェスタ
7月28日は「なにわの日」。難波宮史跡公園は古い歴史
を持つ貴重な遺産です。

7月～　　　会場/パル法円坂 /アネックス  パル法円坂

7月28日（月）　　会場/大阪歴史博物館

1 tue

2 wed

3 thu

4 fri

5 sat ウェディング相談会

6 sun ウェディング相談会　

7 mon

8 tue

9 wed

10 thu

11 fri

12 sat ウェディング相談会

13 sun ウェディング相談会　

14 mon

15 tue KBCブライダルアカデミー・東京研修（～16日）

16 wed

17 thu

18 fri 終業式　

19 sat ウェディング相談会　囲碁大会

20 sun ウェディング相談会

21 mon 海の日

22 tue

23 wed

24 thu

25 fri 天神祭　ゆかた着付け教室

26 sat ウェディング相談会　教育青年団体助成金交付式

27 sun ウェディング相談会

28 mon 難波宮フェスタ　

29 tue 土用の丑の日

30 wed

31 thu

JulyJulyJulyJulyJulyJuly7
1 fri

2 sat ウェディング相談会

3 sun ウェディング相談会

4 mon

5 tue

6 wed

7 thu

8 fri

9 sat ウェディング相談会

10 sun ウェディング相談会

11 mon

12 tue

13 wed

14 thu

15 fri

16 sat ウェディング相談会

17 sun ウェディング相談会

18 mon KBCブライダルアカデミー・一日研修

19 tue

20 wed

21 thu

22 fri

23 sat ウェディング相談会

24 sun ウェディング相談会

25 mon

26 tue クリーンアップ作戦

27 wed

28 thu

29 fri

30 sat ウェディング相談会

31 sun ウェディング相談会

AugustAugustAugustAugustAugustAugust8
1 mon 始業式

2 tue

3 wed

4 thu

5 fri 習いごと広場講師懇談会

6 sat ウェディング相談会

7 sun ウェディング相談会

8 mon

9 tue

10 wed

11 thu

12 fri ミャンマー講演会

13 sat ウェディング相談会

14 sun ウェディング相談会

15 mon 敬老の日

16 tue

17 wed

18 thu 仲秋

19 fri カクテル講習会

20 sat ウェディング相談会

21 sun ウェディング相談会　

22 mon

23 tue 秋分の日

24 wed

25 thu

26 fri

27 sat ウェディング相談会

28 sun ウェディング相談会

29 mon

30 tue

SeptemberSeptemberSeptemberSeptemberSeptemberSeptember9

市民ギャ
ラリー

張光瑩・
虎の絵展

～８月3
1日（土） 市民ギャ

ラリー

展示更新

Yショッ
プ

＆

ワイワイ
ショップ

も

営業中

ビール祭

7/14（月
）～7/18（

金）

フォレス
タ

鍼灸で健
康管理を

習いごと
広場

夏の教室
開講

全18講
座

財
団
事
業
を
拡
大

　自
主
・
独
立
の
精
神
で

▲新生びわ湖青少年の家。今年も見られる子供たちの笑顔。

▲新しい事業。キタノ大地・魔ほうの愛
華マジックディナーショー（5月31日）

6月1日に開館記念式典 びわ湖青少年の家
大
阪
市
立
び
わ
湖
青
少
年
の
家
は
、
昭
和
16
年
旧
大
溝
町
よ
り
敷

地
の
寄
付
を
受
け
、
大
阪
市
立
大
溝
鍛
錬
道
場
と
し
て
発
足
、
翌
昭

和
17
年
大
溝
少
国
民
海
軍
湖
上
訓
練
所
、
終
戦
を
経
て
、
昭
和
24
年

3
月
大
溝
健
康
学
園
、
昭
和
38
年
4
月
か
ら
び
わ
湖
青
少
年
の
家
と

し
て
、
比
較
的
小
規
模
な
が
ら
電
車
で
も
行
け
る
利
便
性
の
高
さ
と
、

充
実
し
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
大
阪
市
の
子
供
た
ち
を
は

じ
め
、
多
く
の
青
少
年
に
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

こ
の
戦
前
よ
り
続
く
、
歴
史
あ
る
青
少
年
野
外
活
動
施
設
が
、
多
く

の
教
育
関
係
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
成
26
年
3
月
末
に
閉
鎖

さ
れ
る
大
変
残
念
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
教
員
会

館
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
青
少
年
施
設
と
し
て
の
存
続
の
方
策
が

な
い
か
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
土
地
・
建
物
を
大

阪
市
教
育
振
興
公
社
と
共
同
で
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
び
わ
湖
青

少
年
の
家
」
事
業
の
円
満
な
継
続
を
図
る
た
め
、
事
業
運
営
は
ス
イ

ミ
ン
グ
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
や
子
ど
も
向
け
野
外
活
動
事
業
に

実
績
を
持
つ
リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
、「
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」
施
設
の
購
入
と
新
し
い
開
業
を
記

念
し
て
、
6
月
1
日
、
１
０
０
名
を
超
え
る
教
育
関
係
者
の
参
加
の

も
と
、
開
館
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
3
面
）。

今
後
と
も
、
大
阪
市
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
運
営
を
行
い
、
戦
前
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
尽
力
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。


